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熊野中学校の伝統について

組曲「筆の都 くまの」
「地域文化の伝承と創造」をテーマにして、毎年、「組曲・筆の都くまの」の創作に取り組

んでいる。これは、町内に現存する「筆まつり唄」や「筆踊り」を発展させ、和太鼓、篠笛等

の和楽器を取り入れて創作したもので、約30分間、生徒が演じる。



踊り 書道 篠笛 吹奏楽 太鼓

組曲「筆の都 くまの」
生徒たちにとって、２２年続く「自分たちが受け継ぐべき伝統」であり、

下級生にとって「先輩みたいになりたい」というあこがれの象徴

熊野中学校の伝統について



R６年度(昨年度)の課題 学校行事として２２年続いてきた

組曲「筆の都 くまの」は芸術活

動の側面が強く、探究的な学びに

は至っていない

組曲をいかに探究していくか

伝統的な学校行事の変革に挑戦
伝統的な学校行事に取り組むことを「あたりまえ」にしない（形骸化を防ぐ）

熊野中学校の伝統について



これまでの組曲 R６年度(昨年度)

➀全校生徒で取り組む

➁教員主導で行う

➂活動・体験重視

➀２・３年で取り組む
※１年生は小学校の探究をいかして

単独でふるさと学習に取り組む

➁リーダー、小グループを

中心とした活動形態

➂相互フィードバックシート導入

④篠笛パートに広報活動を盛り込む

熊野中学校の伝統について



R6年度６月 中１(現中２)生徒の実態

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、

調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。

⇒肯定的評価の割合が38.4％ （令和６年６月１年生99人）

生徒の実態



R7年度６月 中１（現中２)生徒の実態

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、

調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。

⇒肯定的評価の割合が91.0％ （令和７年６月２年生78人）

昨年度
＋52.6

生徒の実態



R７年度６月全国学力学習状況調査の質問紙 現中３生徒の実態

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、

調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。

⇒肯定的評価の割合が75.8％ （令和７年６月３年生66人）

全国平均－6.9
県平均ー3.7

生徒の実態



昨年度末

「組曲」を受け継ぐべきなのか

組曲実行委員会 発足

受け継ぎたい

中１生徒にそれぞれの

パートの魅力をプレゼン

問いの出発点



篠笛ではなく

リコーダーでもいいのでは？

踊りの動きには

どんな意味がある？

この音の意味は？
２３代の表現とは？

２３代にふさわしい字は?

広報活動の効果とは？

篠笛のよさとは？



1

「想い」を再定義しよう

文化祭本番に向けて

自分たちの代を再構成しよう

組曲の表現を構成する意味や背景を探究し、
それぞれのパートに込める「今の自分たちの想い」を再定義する

課題や修正点を踏まえてブラッシュアップする

パート間でコラボしながら、総合芸術としての組曲を再構成・再演出する
※表現活動を通して、自分たちの熊野や未来への願いを発信する

2 3 振

本日

※24代に向けて

単元構成

本番

文化祭

今年度



研究の概要
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01研究の概要

⑴本事業で熊野中学校区が目指す姿

①地域学習を持続可

能なカリキュラムと

して構築

②「地域を愛し 地

域に愛され 地域に

生きる生徒の育成」

実現

➂児童生徒にシビッ

クプライド(都市に対

する市民の誇り)が醸

成されている

「ふるさと熊野」に誇りと愛情をもち、

熊野で学んでよかったと思える教育

…「ふるさと教育」を基盤とした学び続ける力の育成

「ここをよりよい場所にするために

自分自身がかかわっている」という

当事者意識に基づく自負心



01 研究の概要

これまでの研究の変遷

R３

R４

R５

R６

小中学校で系統性をもたせた

よりよい自分を創造するための地域を題材とした単元の開発

地域を題材とした単元における表現力の育成

～ルーブリックの活用を通して～

小中学校のつながりをもたせた表現力の育成

～開発した単元とルーブリックの見つめ直しを通して～

地域を愛し地域に愛され地域に生きる生徒の育成

～小中のつながりをもたせたシビックプライドの醸成～

小中で「防災減災学習」

というテーマを合わせた

探究に取り組んだ

繰り返し学習に

なっている



01 研究の概要

地域を愛し 地域に愛され 地域に生きる児童生徒の育成

～小中のつながりをもたせたシビックプライドの醸成～

⑶研究テーマ

⑵特色 探究×〇〇

探究×ふるさと学習
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自分で学びを

進める力

振り返る力

自己分析

スキルアップ

向上心 協働する力 思いやり
分かる・でき

る力

わかる・

できる・

やりたいを

実現する力

協働 表現力

メタ認知 協働 表現力

熊野第一小 熊野第三小 熊野第一小 熊野第三小 熊野第一小 熊野第三小

熊野中 熊野中 熊野中

01 研究の概要

⑷中学校区として系統的に育成を目指す資質・能力
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01 研究の概要

⑸PBLの考え方を取り入れた
総合的な学習の時間の単元開発

「小学校での学びをベースに

地域とのつながりを重視した探究的な学習の充実」

縦のつながり（小・中９年間の系統）を整理し、それを意識して単元開発を行う



「働く人、町の支えがあって幸せ！」

１熊野町は幸せな町？

★本質的な問い「幸せってなんだろう？」

導入：熊野町の幸福度ランキングを知る。

★単元を貫く問い

「熊野町は本当に幸せな町なのだろうか？」

01
第４学年 ともに生きる
~みんなが住みやすい町をめざして~

研究の概要-熊野第一小学校の実践 ２幸せな町つくり

のためにできること

３これからの

生き方について

考える

★個別の問い

「熊野町にはどんな人が住んでいるかな？」

妊婦体験 聴覚・視覚障害体験

★協働的な学び・ICTの活用

新聞作り ★ふりかえり

「自分たちに

できることは？」

学んだことを地域

の方に伝えたい。

①

④

③

②



導入：熊野町の幸福度ランキングを知る。

熊野町の安心・安全に

つながるものを調べよう！

01
第４学年
熊野町の安心安全 知り隊・見つけ隊

研究の概要-熊野第三小学校の実践

本当に

安心・安全な町？

確かめに

行こう！

安心・安全に

学校に来てほしいから

１年生に伝えたいな。

紙しばいや

クイズにすると

分かりやすいかな。

安心・安全に

つながるものって

たくさんあるんだな。



01 研究の概要

⑹探究的な学びを中核にしたカリキュラム開発

「探究のよさを生徒に実感させる」
総合的な学習の時間でも探究！

各教科でも探究！～各教科でも探究の要素を取り入れていく～



事例



熊野をつなげ隊

事例➀生徒の姿 中１

地域の人たちの生の声
熊野町の現状や課題を知る

02

小学校の総合的な学習の時間では

どのようなことを学習した？

熊野町の魅力や課題は？

企画書→提案発表
アイディア・企画考案



02
熊野をつなげ隊

事例➀生徒の姿 中１

西光寺でプレイベント開催 体操を考案して実践 子ども議会

伝統工芸士の方にインタビュー自分たちでアポイントメントを取る遊ぶ場所をきれいにする



02
踊りパート

事例➀生徒の姿 中２・中３

「組曲」の踊りって

何を伝えようとしているの？
タブレット

図書室

地域の人

熊野町の「神楽踊り」と

組曲の音が似てる！

後世に残すには

どうしたらいい？

熊野＝筆

でも踊りができた頃は

農業をやっていた

熊野町に伝わる踊りや歌があるみたい

自分たちで意味を考えよう



02

踊りパート

事例➀生徒の姿 中２・中３

プレ発表に向けて

文化祭に向けて



02

合唱祭に向けて・中３

事例➀補足 日常の中でも探究の芽



先生たちが探究する！

02

「昨年度通り」「去年と同じ計画で」

「総合担当が考えればいい」

「どうしたらいいかわからない」からがスタート

教員全員の意識改革

事例➁教員の姿



①授業では、「何を学ぶのか」や「どんなことを考える授業なの

か」を意識して取り組んでいますか。

②課題を解決するために、必要だと思う情報を考えながら集めてい

ますか。

③集めた情報を⽐べたりまとめたりしながら、最後まであきらめず

にいろいろな⽅法で課題の解決に取り組んでいますか。

④授業での学びや考え⽅をふり返り、次の学習でどうしたらよいか

を考えて⾏動しようとしていますか。

02

探究の要素を各教科でも取り入れていく

各教科でも探究

事例➁教員の姿



社会

保健国語

02

探究の要素を各教科でも取り入れていく

各教科でも探究

事例➁教員の姿

「さんちき」を読むための

１０の質問
犯罪から身を守るために

できることを考える

冷戦後の日本の課題について

整理・分析

高度経済成長がわかる

１枚を選ぶ



職朝プリントで

参観可能な授業の紹介管理職の授業参観・巡回

お互いの授業を参観し合う雰囲気づくり

02

一人一研究授業
管理職や一部教員のみが参観、「こなす」だけの研究

事例➁教員の姿

年間３回の代表者授業の実施
※全教職員で参観、全教職員で協議



02
ICTの活用

事例➁教員の姿

学校運営協議会 職員室で頻繁に行われる協議



総合（組曲）に対する意識が大きく変わった半年。

自分自身の探究活動にもつながった。

課題が見えてさえいれば、子どもたちは一生懸命取

り組もうとする姿をたくさん見せてくれた。

探究の本質はまだよく分からないが、様々なことを

吸収しながら頑張りたい。

02 事例➁教員の姿



02 事例➁教員の姿

当初は「探究的な学び」を生徒が主体的に進めるも

のと考えていたが、実際には多くの生徒が自らサイ

クルを回せていない現状が明らかになった。その結

果、教員が理想化した生徒像に基づき、指導者主導

で動かしていたことに気づかされた。しかし探究活

動を重ねる中で、生徒の予想外の発想や成長を目の

当たりにし、授業スタイルを見直す必要性を感じる

ようになった。生徒が学びを自分事として捉えるこ

とが、学ぶ力やこれからの時代を生きていく力へと

つながることを実感している。



おわりに



03

肯定的回答75.8%

(全国学力時)

おわりに 成果

３年２年１年

肯定的回答89.1%(１０月)

肯定的回答91%

(年度当初)

肯定的回答82.1%

(年度当初)

＋13.3

肯定的回答96.3%(１０月)肯定的回答93%(１０月)

＋5.3＋10.9



03

肯定的回答79.4%

(年度当初)

おわりに 成果

３年２年１年

肯定的回答82.8%(１０月)

肯定的回答83.3%

(年度当初)
肯定的回答70.2%

(年度当初)

＋3.4

肯定的回答84%(１０月)肯定的回答70.4%(１０月)

＋0.7＋0.2



03 まとめ

１．探究は１人でやるものではない
→学校全体で取り組むことが学校を変える

２．先生たちが探究しないと子どもは探究しない
３．総合を探究にすることで、

各教科の授業改善につながる(教科に生きる)
４．「総合的な学習の時間」「授業」に対する意識改革

→生徒に力をつけさせるための授業になっているのか
５．日常の中で探究の芽が出てくる


